
１ 砥用活性化研究会

２ 緑川ダム湖面環境美化活動

３ 平成２０年２月～３月

４ 緑川ダム湖周辺

（事業実施状況・内容）

・緑川ダムでは、ここ数年、出水が相次ぎ、流入する流竹木などに管理者は頭を悩ませて

いる。通常焼却処分している流竹木のリサイクルの観点から、環境負荷軽減の一環として、

炭焼き体験や炭を利用した水質浄化対策の活動を実施した。

　

・湖面の清掃活動、抜根、下草刈りを行い、その中で発生した流竹木等を学校などへ提供

している。

　

　

　

　

　

（実施事業効果）

湖岸の美化活動を行うことで、水源地域ビジョンに十分寄与することができ、ダム管理上の

環境負荷軽減についての取り組みの一部をＰＲすることができる。

また、流竹木の有効活用や、下草刈りの観点からも、本業務を行った効果は大きい。

　

　

　

総人数 １００ 名

（１）主催者参加 １００ 名

（２）日本人参加（（１）を除く） ０ 名

（３）外国人参加（（１）を除く） ０ 名

ダム上流左岸には、ダム湖岸において管理用道路が検討中である。また、ワカサギ釣りが

盛んであり、ダムに来訪する人も多い。

水源地域ビジョンでは、水質や管理用道路、資料館改築など諸問題に取り組んでおり、今後

に繋がる事業となっていく。

草刈り状況 草刈り完了

事業目的、内容
及びその効果

５

事　業　報　告　書　　　　　　（Ｎｏ．３０）

６ 参　加　内　訳

７ 今 後 の 方 針

事　業　名　称

実　施　日　時

実　施　場　所

支 援 団 体 名


